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１ 背景 
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                         ↓（出典）国（国土交通省）が作成した図より 

                         ↓（出典）鳥取市人口ビジョン（令和 3 年 3 月改定版）より 

【国の⾧期ビジョン】 

国立社会保障・人口問題研究所

「将来推計人口（平成 29 年推計）」

では、このまま人口が推移すると、

2060 年（令和 42 年）の総人口は

9,284 万人にまで落ち込むと推計

されている。これは、約 60 年前

（1950 年代）の人口規模に逆戻り

することを意味している。さらに、

総人口は 2100 年（令和 82 年）に

6,000 万人を切った後も、減少が続

いていくことになる。 

【本市の将来展望】 

本市は平成 16 年度に大合併を経

て、高度経済成⾧期から増加が続

いた人口は 2005 年（平成 17 年）

をピークに 20 万人を越えました

が、その後は減少傾向にあり、今後

も国の⾧期ビジョンにあるように

減少傾向が続くことになります。  

しかしながら、本市は出生率の

上昇や転入増加に寄与する政策の

誘導により、2060 年には国推計等

より 7,196 人の人口増加を生み出

し、人口減少の抑制を目指してい

ます。 

 

※将来展望推計の条件 

 2018 年の合計特殊出生率 1.50 が 2030

年に 1.80 となり、その後 2040 年に

2.07 まで上昇 
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✔

✔

✔
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２ 本指針の位置づけ 
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３ 取組と進捗状況について 

・民間施設（宿泊施設、総合保養施設など）と競合する公的施設の新設・増築を禁止 

・規制改革・民間開放の積極的推進 

・公の施設について、指定管理者制度の活用とともに廃止や管理のあり方の検証を求める 

・指定管理者制度の活用と、公共施設の譲渡、廃止について検討を行い、
直営、指定管理、廃止、譲渡など施設を分類した。 

・287 施設を譲渡対象とした 
・譲渡の考え方は「施設所在地域の方々が主な利用者であり、かつ当該地

域の方々により日常的に管理されていると判断できる施設」 

・目標設定を 40 年間で延床面積 29％圧縮とする 

・インフラ（道路等）も含めたマネジメント計画 

・総合的かつ一体的にインフラをマネジメントすることにより、トータルコストの縮減
や予算の平準化を図り、持続可能で活力ある未来を実現する。 

・施設分類ごとに、全施設（公衆トイレ等除く）の更新時の考え方を示す 
・譲渡対象施設は引き続き譲渡を検討するとしている 
 
（令和 3 年度末現在） 
  地区集会所・農業関係施設など 100 施設（譲渡対象 287 施設以外を含む）を自治会等へ譲渡 
  延床面積の増減は公共施設白書作成から 1.3％の増加 
 

・民間事業者等のノウハウを活用し、特色ある施設運営や住民サービスの向上などを図る 

・新たに発生が予測される未利用財産も含め、速やかな利活用検討を図るために全面改訂 

国の動向 

国の動向 

行財政改革の取組 

ファシリティマネジメントの取組 
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○○庁舎 

清掃 消防 清掃 

△△庁舎 

… 

Ａ課 
… 

消防 … 

清掃 消防 
… 

Ｂ課 
□□事業所 

○○庁舎 △△庁舎 

清掃業務 

□□事業所 

○○庁舎 

消防設備点検 

… △△庁舎 

課ごと 
建物ごと 
業務ごと 

に契約 

契約は、それぞれ１つになり、 
課をまたいでの情報共有も可能に。 

以前は・・・ 
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４ 更新経費および目標の再確認 
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 道路や上下水道などのインフラは

ライフラインに直結するので、投資

を縮減することは困難です。 

 一方、公共施設（公共建築物）は、

比較的、縮減・効率化が図りやすい

と考えられています。 
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鳥取市公共施設再配置の推進に関する意見書より
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５ 鳥取市公共施設再配置の推進について 

➤

➤

➤

➤
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全施設分類における共通の方向性 
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鳥取市公共施設再配置の推進に関する意見書より

➤

縮充による
持続可能な
まちづくり

・老朽度

・危険度

・維持コスト

・更新コスト

・利用者数

・利用目的

・稼働率

・移動手段

・安全安心

・財政負担

・類型優先度

・民間類似

・庁内連携

・市民ニーズ

・防災機能

・民間活力

➤複合化

➤省エネ化

➤民営化

➤用途廃止

※施設カルテの作成

※提供サービスの把握

※機能維持を検討

※ビジョンの明確化

※再配置の実行

安全対策を最優先に検討
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➤

施設類型ごとの割合です。 

 

左のグラフは、更新しない方向

性（再配置基本計画で示す方向性

や普通財産等）の施設を除くデー

タで作成した、床面積の内訳を示

しているグラフです。 

 

割合の大きい施設類型は、学校

関連施設、公営住宅、行政施設、

スポーツ施設であり、全体の約

76％を占めています。 

上のグラフと同じデータで、こ

ちらは施設数の内訳を示すグラフ

です。 

 

その他施設、公園施設は、施設

数の割合は大きいのに、上のグラ

フの床面積割合は小さいため、小

規模な施設が多いことが分かりま

す。 

 

逆に、学校関連施設と公営住宅

は、大規模な施設が多いことが分

かります。 
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➤
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➤
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➤

➤
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サービス提供の 
必要性 

施設（建物）の 
必要性 

施設（建物）の 
利用面積 

建物状態の 
調査 

 
民間投資の
可能性を 

調査 

余剰空間の活
用可能性 
を調査 

施設（建物）の 
劣化度 

施設規模の 
適当性の調査 

 
必要な施設 

機能等の調査 
 

活用可能施設の
調査 

 

利用実態の 
分析 

用途転用・処分
（譲渡・貸付・ 
民営化など） 

等を検討 

解体等を検討 

≪施設更新≫ 
 

既存施設等の 
活用（移転）・ 
民間施設賃貸・ 

複合化（集約）・ 
大規模改修・ 

建替・新設等を 
検討 

多機能化・ 
転用を検討 

一部貸付等 
を検討 

現状維持 

多機能・多目的化 
を検討 

必要性は低い or 
行政以外でも提供可 

良好 or 
民間投資が
期待できる 

不良 

必要性あり 
（行政が提供） 

必要性は低い 

必要性あり 

サービス拡大（新規事業） 

劣化度大 

劣化度小 

行政利用 

行政 
利用なし 

活用の 
可能性なし 

余剰空間あり 

余剰空間なし 

多様な利用 
   あり 

限定的な 
  利用 

社会情勢の変化 
新技術の導入 
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➤
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６ 持続可能な明るい未来へ 
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